
夏に流行する感染症
1. 手足口病（てあしくちびょう）

原因：エンテロウイルス（コクサッキーウイルスなど）
症状：手・足・口の中に発疹や水ぶくれ、発熱
感染経路：飛沫感染、接触感染、便
注意：口が痛くて食事が取れないことがある
登園基準：発熱がなく、普段通りの食事が取れること

2. ヘルパンギーナ
原因：主にコクサッキーウイルス
症状：高熱、のどの痛み、口の中の水疱・潰瘍
感染経路：飛沫感染、接触感染
注意：手足口病よりも高熱が出る
登園基準：発熱がなく、普段通りの食事が取れること

3. プール熱（咽頭結膜熱）
原因：アデノウイルス
症状：発熱、のどの痛み、目の充血（結膜炎）
感染経路：プールの水、飛沫、接触
注意：39-40℃の高熱が4-5日続く
登園基準：発熱や喉の痛み、結膜炎などの主要症状が

　　　　　　　消失した後、2日経過していること

百日咳

ほけんだより
梅雨の季節がやってきました。湿度が高くなるこの時期は、食中毒や皮膚のトラ
ブル、夏かぜなどが心配される季節でもあります。ご家庭でも、手洗いや食事の
管理、体調の変化に注意していただきながら、子どもたちが元気に過ごせるよう
ご協力をお願いいたします。今月は、これから流行する感染症、現在流行が騒が
れている百日咳について解説します
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四種または5種混合ワクチンを接種して間もない1歳以上の乳幼児は感染の可能性が低いです。ワクチンの効
果が低下してきた小学生以上で感染者数が増えています。幼児期後期以上(だいたい5歳以上)、熱がない、
えづくほどの咳する場合、百日咳が疑われるため、一度受診してください。検査をしている医療機関は少な
く、検査できてもその日のうちに結果は出ないです。検査結果が出るまでの期間でも、適切な抗生剤を5日間
内服すれば登校可能です。

乳児に感染すると命に関わることがある感染症で、今年に入り感染者数が増加しています。


